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北水拭研和 4も 1-8(1994)
ScLRepHokkaldoFIShExpStn

道東太平洋海域におけるカタクチイワシの卵 ･仔魚の分布

三 原 行 雄●

DIStrlbutlOnOreggsand一arvaeortheJapaneseAnchovy,
Engraulisjaponica,OffsoutheasternHokkaldo

Yuk10MIHARA■l

AbundanceanddlStrlbut10nOfJapaneseAnchovyETlgrauLISJaPOTuCaeggs
andlarvaewereexamlnedoErsoutheasternHokkaldobasedonthedatefrom

lCthyoplankonsurveysfrom1982to1992

Neltheranchoyyeggsnorlaryaewerecollectedfrom 1982to1987.Anchovy

eggswerecollectedfromMaytoAugustln1988.1991and1992.Abundanceofeggs

washlghln1988and1992andeggshavewldedlStrlbut10nln1992Nolaryawas

foundfrom1982to1989Numberofanchovylarvaelnthesurveyareahasbeen

graduallylnCreaClngSlnCe1990AnchoyylarvaeCOllected.allofwhlChwerepost-

1arva.rangedfrom5to36mmlnlengthFIShof5to20mmlnlengthrangewasmost

abundant

Larvaeoccurredfrom JulytoOctoberwlthapeakofAugustandwere

colectedfromthewldearealnAugustLaryaehavewlderdlStrlbut10nthanoneof

eggs.BothanchoyyeggsandlarvaewereabundantlntheareaWiththewater

Lemperatureofabout20℃aroundthefrontal乙One

カタクチイワシ (ETZgrauLISJaPOTILCa)の資源は,1950年代～1970年代前半には高水準期
にあり.その漁獲Jtは全国で30-40万t台で推移していたが,1970年代後半～1980年代には

低水準期となり,10-20万t台にまで落ち込んだ｡しかし,1990年代に入ってから再び30万

t台にまで回復している (Flg1).これまで,本種は道東海域においてほとんど漁獲され

ていなかったが.近年,マイワシ(SardLT10PSmekLTWSEzcLLLS)の資涙の減少を契横として,

大中型まき網の漁獲対象資源として注目され始め.1990-1992年にはおよそ1万tが漁獲さ
れている｡

本種の産卵場および産卵時期はきわめて多様で.卵･仔魚は周年,El本周辺のどこかの海

域で採集されている-)｡このため卵稚仔の分布に関する調査 ･研究は.主産卵場である東海

海域はもちろんのこと.日本周辺の各海域で数多く行われている｡しかし,分布の北端に位

報文番号 A234(1994年 3月14Ej受理)
･ 北海道立釧路水産紬 唱 (HokkaldoKushlrOFISherleSExperlmentalStat10nHama-cho,
KushlrO.Hokkaldo085.Japan)



2 三原行蛙

荘する三陸北部および適 500.000

東海域では.前回の資源

高水準期における報 4CK).000

告】'りがあるのみで,

それ以降低水準期に入っ 岩 謝 ,000
てからの報告はない｡

本報告は,1982年以降 B,0200,000pq
の道東海域におけるカタ

クチイワシの卵･仔魚の 100･000

分布について整理したも

のである｡ 0

材料と方法

喜 書 喜 義
Year

Fig.1 ChangelnCatchesoftheJapaneseanchovyfromthe
coastalwatersorJapan

1982-1992年のうち,

1983年･1985年および1989年を除く8年間の三陸北部一道東海域における,北海道立釧路水

産試験場試験調査船 北辰丸 (219t)による延べ93回の卵稚仔調査結果を用いた｡謁壷は

1982-1988*には毎年8月に,1990年以降はこれに加えて5月と10月のマイワシ資源調査時

にも実施した｡

卵稚仔の採集方法は,マルチネット(口径13m,百合20An･033mJn)を使用し,船速 1

-2ノットで表層水平曳きをLO分間行った｡得られた榎本は船上で10%ホルマリン海水で鼠

定 ･保存し,実験室に持ち帰った｡各標本を.山本 ･井上l)および沖山t)の音己軌こ基づいて.

カタクチイワシ卵･稚仔魚を同定･選別して,卵について計数,仔魚については計数および

全長を測定した｡

1982-1987年調査分については,既存の北海道立釧路水産試験場事業報告書7" 10)に記

戦されている調査結果を使用したo

結 果

道東海域においてカタクチイワシの卵･仔魚は1982-1987年には全く採集されず,1988年

以降.欠糾した1989年を除いて毎年採集された｡卵 ･仔魚が得られた地点は絵詞重点93点中

14点で,卵857個,仔魚408個体が採集された｡以下に卵･仔魚の分布状況および大きさにつ

いての特徴を述べる｡

1 卵の分布

卵は1988年に初めて確認され.1991.1992年と連続して採集されている.採集された地点

は全部で9点で,得られた卵は857個であった｡

1988年8月は,道東沿岸域 (420 50'N.1460 00'E)のl地点で241個とかなりまとまっ

て採集されたC1990年は皆無であったが,1991年は42oN以南146oE線のやや沖合域の2

地点で8個採集された (Fig.2)｡1992年には他の年に比べて分布範EElが広がり,襟裳岬南
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Fig･2 Abundanceoranchoyyeggs(openclrCle)andhorlZOntaldlStrlbutionofsea
surlacewatertemperature(solidcontours)OffsoutheasternHokkaldoln
AugustandOctoberFrom1988to1992
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沖の4点で4-378個

の卵が採集された｡

なお,1992年の5月

には沖合域の41000'

N,146030'E (表面

水温94℃)で6個,

7月には41030'N･ 33

146oOO'E (表面水温 召 200

181｡C)で5個の卵が 三

採集された｡ しかし,

各年とも10月に入る 100
と卵は全 く見つかっ

ていない｡(Flg2)

卵が採集された表 o
面水温の範囲は94℃

～226℃で,特に丑的

に多かったのは20℃

●
●E

ggSOLa｢Vae ●
0

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

Temperature (bc)

前後の水帯および親 Fig14･RelatlOnShlPSbetweennumberofanchovyeggs(solid

潮と津軽暖流系水, 記慧 altaur,veaoef'fOsP.eunthCtaCsltee),nanHd.skekaa霊 adCue,昔 .e9r88_19,2

黒潮系北上暖水との

潮境域であった

(Flg2,4)｡

2 仔魚の分布

仔魚は卵より2年遅れの1990年に初めて採典されている｡採集された地点は全部で12点で,

得られた仔魚は408個体であった0
1990年10月に道東沿岸域 (42055'N.145050'E)で 1個休,1991年と1992年の8月は

卵の分布とほとんど同じ海域で,それぞれ13個体 (2地点),390個体 (7地点)が採集され

1992年10月には道東沿岸域 (42055'N,145055'E)で2個体採集された (Flg3)｡1992

年7月には卵と同じ地点の41030'N,146000'E (表面水温181℃)で仔魚が2個体採集さ

れた○特徴的なのは.卵が確認された5月には仔魚は全く見つかっておらず.卵が採集され

ない10月に道東沿岸域で仔魚が認められ,卵分布とはやや様相を異にしている (Fig3)0

仔魚が採集された表面水温の範囲は卵のそれに比べて狭く.136-226ccであったo多血

に分布している水域は卵同様.水温20℃前後の水帯および潮境域であった｡(FIE3,4)0

以上述べた卵 ･仔魚の分布について要約すると,卵の出現時期はおおよそ5-8月,仔魚

7-10月であり,ともに8月がピークとなるが卵の方が早く出現し,仔魚は遅い時期まで確

認されたQ分布範掛 ま仔魚の方が卵より広く.北側および沿岸域でも認められたD分布水温

は卵に比べて仔魚の方がやや高いが.採集丑が多い水域は,共に表面水温20℃前後の水帯お
よび潮境域であった｡



6 三原行堆

〉0 5 10 15 20 25 30
BodyLmgth(L■)

Fig,5 Length-frequencydlStrlbuh0nOf
anchovylarvaecoHectedoffsouth-
easternHokkaldolnJuly.August
andOctoberfrom1990to1992

3 仔魚の体長

仔魚の体長は全長5-36皿皿の範囲で,

卵黄吸収前の前期仔魚および稚魚期以

降の個休は採集されず,全てが後期仔

魚であった｡月別推移を見ると.5月

は卵のみで仔魚は採集されず,7月は

体長5-15nLu.8月は5-20m皿の個体

が大部分を占め.10月に採集された仔

魚の体長範EBは15-20mznであった｡(Fl

g5)0

考 察

カタクチイワシの卵は水温16､18℃

で受精後3日で耕化し,僻化直後の仔

魚は全長2.6Uで3日で卵黄を吸収す

ち")｡仔魚は全長15mm前後に成長するま

では遊泳力がなく,産卵場あるいはそ

の周辺域で浮遊生活をしているが,そ

の後,発育にともない緒条が発達する

と遊泳生活に移行するL2)Oそして全長37

～40mmで稚仔期となる日.辻Ll)は体長18

-19Jnに達するまでの平均成長速度を069mm/day,山下ら")は日齢30日までのそれを060

-086BEb/dayと井出している｡

当海域で採集された仔魚の体長は,全長5-20mのものが圧倒的に多い｡ll-かでも多土に

採典された8月は全長5-15EnJnのものが過半数を占めている｡これらの仔魚は平均成長速度

からみて,粁化後2-3週間程度のものであり,いまだ結集が未発達なため,ほとんど遊泳

力がないことから.おそらく当海域もしくは隣接海域で産み出された卵に由来するものと考

える｡また,産卵盛卿 ま,卵の採輿丑から推定すると丑が最も多い8月と考えられ,一方仔

魚の体長組成から日齢を推定して判断すると,7-8月生まれの仔魚が極めて多いことから,

7-8月と考えられる｡

三陸以北海域におけるカタクチイワシの産卵に関しては小連日が7-9月に三陸沿岸およ

び三陸･北海道東方沖合で卵･仔魚の分布を確認し,特に表面水温20℃の等温線を中心とし

た親潮前線の潮境付近で多いことを記述している｡また,小林･阿部.)は津軽海峡～襟裳岬

両神において津載暖流系水の張り出しの先端周辺域を中心として仔魚の分布を確認しており,

その産卵期は採集丑と体長組成から8月あるいはそれよりわずか以前であることを報告して

いる｡これらはいずれも1950年代後半､1960年代の資源の高水準期における卵 ･仔魚の分布

の特徴について記述したものであるが.産卵盛期や分布土の多い海況条件において本報告の

結果とはぼ一致していた｡

本種は資涼の増減によって,資源株造 ･分布域･産卵生態などが変化することが知られて
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いる｡すtj:わち,資源の低水準掛こは成魚小型群 (体長9-12cm)が中心となり,再生産は

主に夏～秋季に行われ,その分布は沿岸域および内湾に限られている.しかし,高水準期に

は大回遊 ･沖合回遊を行う成魚大型群 (体長12cm以上)が主休となって春季に再生産を行い.

分布域および産卵域は沖合域～北部海域にまで拡大するLL16)｡

先に示したように道東海域で1988年に初めてカタクチイワシの産卵が確認されたことは.

産卵場の拡大を示唆するものであり,しかもこれに隣接する東方沖合域 (37-一ooN,144

-176oE)でも1990年に産卵親魚の分布が認められている-7).

19払年冬～春季には,鹿島～房総海域で資源高水準期に現れるいわゆる成魚大型群が十数

年振りに見られたこと 】110),これらの魚体には7ニサキスが寄生していたことから道東 ･三

陸海域から南下回避してきたと推測されていることLO),翌1989年秋季には道東海域でマイワ

シ大中型まき細の操業に支障となるほど大泉に混狸されたこと,1990年以降は漁獲対象にも

なっていること2D)等を総合して考えると,近年は連続して成魚大型群が出現していることを

示しているo従って,これら成魚大型群が道東海域から東方沖合海域まで広い範図にわたっ

て北上し,産卵していることは間違いないものと考える｡なお,当海域に来遊した成魚大型

群の分布や漁況については機会を改めて報告する｡

本研究から,道東海域におけるカタクチイワシの産卵は,1988*以降に行われるようになっ

たことがわかった｡また,産卵盛期や卵･仔魚の分布状況が前回の資源高水準期に見られた

現象とほぼ一致していることが明らかとなった｡しかも,高水準期に特有の成魚大型群の出

現と北部海域への産卵場の拡大は資源増大の兆候と考えられ,道東海域と常磐～房総海域で

はぼ期を-つにして見られており,1990-1992年にそれが一層明りょうとな.･'てきている｡

要 約

1982-1992年における道東海域におけるカタクチイワシの卵および仔魚の分布について検

討した.得られた結果は次の通りであるo

1.卵･仔魚は1982-1987年には採集されず,欠刺した1989年を除いて,1988年以降.分布

が認められた｡

2.卵は1988年および1991年以降に採集され,採集丑は19他年,1992年が多かった｡出現時

期は5-8月で,特に8月は採集玉も多く,分布域も広かったD

3.仔魚は1990年以降確認され,採集土は年々増加傾向にある｡出現時期は7-10月で,特

に8月は採集丑が多く,分布域も広かった｡

4.仔魚の分布範囲は卵より広く,北mllおよび沿岸域でも認められた.出現時期は仔魚の方

が卵より遅れて出現し.遅い時期まで分布が確認されていた｡

5.分布畳が多い水域は卵･仔魚とも表面水温20℃および潮境域であった0

6.採集された仔魚の休長は全長5-36mmの範囲で,全てが後期仔魚であった.全長5-20

mの小さい仔魚が大部分を占め.特に8月に多く出現したo
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北海道野付湾におけるアサリの初期成長と沈着期について

中 川 義 彦'',伊 藤 博'2

GrowthandsettlngSeasonlnearlystageofJapanesellttleneck,

TapesphLLIPPirwrLLm lnNotsukeBayofeasternHokkaldo.

YoshlhlkoNAT(AGAWAandHlrOShlITO

GrowthandsettlngSeasonlnearlystageofJapanesellttleneck.TapespんILIPPl-

TLarumlnNotsukeBayofeasternHokkaldowerestudledfromJulyoH992toJuly

of1993TheresultsobLtalnedweresummerlZedasfollows.

lThebreedlngSeasonOEJapaneselltlleneckwaseSllmatedLobefrommldJuly

toearlySeptember

2TheperlOdofsettlnglnearlystageofJapanesellttleneckwaseStlmatedtobe

frommldAugtJSHOmidOctober

3 ThernlnlmumSizeOfsettledJapanesellttleneckswas250〟mlnShelllength.

SettledJapaneselLttlenecksgrewfastbeforewlnterThemeanoftheshelllength

reached1.025LLmlneeryDecemberInwlnter.theydldnotgrow.ThemeanOrthe

shelllengthwasstlll1.172LLmlnearlyMarch ltincreasedlnSpringandreached

l.710JLmlnmidMayThereaftertheygrewrapldlylnSummerandreached4,299

〝mlnmldJuly

は じ め に

7サリTapesphLLIPPLnarLLmは,日本各地の干潟に生息する二枚月であり,北海道では1985

-1991年に年間762-1,584tが漁獲されている｡北海道での主要漁場は,道東の野付湾.風

蓮湖,温根沼,火散布招,藻散布沼,厚岸湖などの河川水が流入する内湾の干潟が発達した

ところで.北海道の漁獲土の999%を占めている■)｡近年,道内のアサリの需要は増大傾向

にあることから安蘇管理技術の確立が急がれ,増殖場を造成するなど生産増大-の努力がな

されているOこのため,資源菅野技術の確立や増殖場の造成事業を支援するアサリの産卵期,

浮遊幼生期,沈着期などの初期生態についての知見の集積が急務である｡

これまでアサリに関する報告2)は本州では多くみられるが.北海道では産卵期JIS)を除い

た浮遊幼生期や沈着期の初期生態の報告はない.そこで著者らは,野付湾に造成されたアサ

リ増殖場で7サリの産卵期,初期成長および沈着期を調査し,いくつかの知見を得たので報

確文番号 A235(1994年3月14日受理)
' 1 北海道立釧路水産試牧場(HokkaldoKushlrOFISherleSExperlmentalStatlOn
Hama-cho,KushlrO,Hokkaldo085.Japan)

I2 北海道区水産研究所(HokkaldoNatlOnalFLSherleSResearchlnstltuteKushlrO.
Hokkaldo085.Japan)
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告する｡なお,本報告は7サリ増殖場造成事業調査で実施したものであるC

材料と方法

1 調査場所と時期

調査は図 1に示す野付湾の7マモZostera''wL'Wが生育する海域に1988年に完成したア

サリ増殖場で実施したo産卵期を明らかにするため熱度調査を1992年7月から12月に9回.

初期成長と沈潜期を明らかにするため稚貝の調査を1992年9月から1993年7月に9匡l行った.

2.産卵期の推定方法

産卵期推定のために,増殖場から殻長40mm以上の30個休を材料とした｡それぞれ殻長.敬

高,殻幅,全盤上.軟体部湿重丑を測定後.実体顕微鏡ないし万能投影器による生殖巣の成

熟状態を観察したOこれらより安円らの群成熟変R')と鳥羽らの肥満度CF7'を井出して産

卵期を推定した｡

3.アサリ椎貝の採取

本報告では沈着直後から殻長20mmの顧徴鏡サイズのものを沈着期椎貝1㌧ 殻長2.0-150

tu前後のものを定着期椎貝-'とした｡稚貝は図1に示す増殖場に6ないし12地点を設定し採

図1 北海ilにおける野付湾の位tと野付湾での7サリJl隷qtの位t
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取した｡1992年 9月から

1993年4月までの椎貝の

採取は図2に示す間口5

cnf.長さ195cmのステン

レス製の採取器を作成し.

これを用いて行った｡採

集は表層から深さIczn,

幅5czD.長さ5cznの底淀

を1地点で3ないし6回

採取し.得られた底泥を

合わせて1試料とした｡

さらに.1993年5月以降

の稚貝の採集は, 1辺が

25C皿の正方形の枠を使用

して表層から深さ1cmの

底梶を1地点で1回採取

し.1試料とした｡

4.採取拭料の処走

試料は直ちに70%エチ

ルアルコールで固定し保

存した後,01%ローズ

ベンガル紋にて1ないし
図2.ステンレス製椎貝採取器
右 プランクトンネyトXX13

3時間染色し,標準ふる

い (目の開き4,2,1,05,025,0125mm)と実体顕微鏡を使用して椎貝を選別,同定

した｡なお,1993年5月以降の試料は16時間前後染色した｡沈着期椎貝は,日中IILD)の記載

に基づき酒井 ･関口")の報告を参考に外形から同定し.個体数を計数L殻長を測定した.

5.沈書期の推定方法

沈着開始時期は,9月から12月の調査で得られた最小殻最低が沈著時の殻長サイズと仮定

し,Y軸に殻長 (〟m),X軸に時間 (日 8月から12月)を設定した図に,各調査時の最

大殻長値.平均殻長.最小殻長をプロットし,9月と10月の最大殻長を結んだ直線とY-

(調査で得られた最小殻長値)の直線の交点からⅩ軸に垂線を引いて推定したOまた.沈着

終了時期は上述のBlで12月の最小殻長を通過する11月と12月の平均殻長を結んだ直線と平行

な直線とY- (調査で得られた最小殻長値)の直線の交点からX軸に垂線を引いて推定した0

6.野付湾の旬平均水温

1992年7月から1993年7月の野付靖の旬平均水温は野付湾内の尾岱沼港付近における午前

7時から午前7時30分に表層水を観測している資料を用いた｡
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結 果

1.産卵期

群成熟度と肥満度の推移を図3に示した｡肥満度は7月中旬に14台から減少し,8月中は

11台を維持し.8月下旬から再び減少し10月上旬に最低となり,その後漸増していた｡また,

群成熟度は7月上旬から8月下旬にかけて漸増し,9月上旬に急減していた｡これらのこと

から増殖場のアサリの産卵期は7月中旬から9月上旬と推定された｡

熱

度

(
tl

)

aLD

M

M

1992年

図3 野付,q7サリ増強執こおける肥満度と群成熟度の推移
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2.沈着期 1500

殻長の測定結果を

表 1に示 した｡また.

最小殻長サイズから

沈着時の殻長は250〟

mと推測した｡各調査

時の最大殻長値.辛

均殻長値,最小殻長

値等をプロットした 殻
沈着期の推定図を図 1･000

4に示 した｡ これに

より沈着開始日は8

三:;BB;2警ぎ誓言.日 長
増殖場における沈着

期は8月中旬か ら10 ?
月中句と推定された. ミ

3,初期成長 )

殻長の測定結果を 500

表 1に,各鞠査時の

平均殻長を図 5に示

した｡沈着 した7サ

リは12月上旬までは

比較的順調に成長 し.

冬期結氷前の12月上

旬に平均殻長 (最小

殻長 :最大殻長)が 図1 … 7サリ1甘Qの稚貝の沈暮期の姓定

表1 7サリ稚貝の恕長湘定結果および沈書期稚且と定★湘稚貝の割令

粥 ZE年 月 E3 199212.2 1993,3.ll 一 7

平均聯長 (FLTn)捺印43豊 (LLm)且中敷長 (JLn)七大AB長 くFLrn)ー一定也件致 34353250535一丁 49018925487630 8り17159010606 10252165101一1037 1172357770255052 1日0198830152023 tTlD5947754360257 26579lL壬850㈱365 429916751一009200231
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10 0

殻 5･0

長

〈 1_0

rq
⊂⊃
▼･.･■
>く

∈ 0.5

ミ

0 2

19924 1993*

図5.野付帝7サIJ叫洋gtの稚貝の成長
(･は殻長の平均胤 縦線は測定値の範囲)

1.025(510 1,410)JLmに遷した｡この間の成長速射 ま8Elm/dayであった｡その後結氷

期間を過ぎた3月上旬に平均殻長 (最小殻長 .長大殻長)は1,172(770:1.520)〟mに達

し.成長速度は12月上旬から3月上旬の闇が沈着後から12月上旬までと比較してかなり遅く

1.5Jlm/dayであった｡その後平均額長 (最小殻長 .最大殻長)は5月中旬,6月下臥 7

月中旬 (産卵開始後約 1年経過)にそれぞれ1,710(775.4,360).2,657(850 6,600).

4,299(1,400 9,200)〝mに達し.3月上旬から5月中旬,5月中旬から6月下旬および6

月下旬から7月中旬の成長速度はそれぞれ8.27.66LLm/dayであったD椎貝は5月中旬

以降成長速度がきわめて速くなり.5月中旬から7月下旬に急速に成長しているO-方,産

卵開始後はぽ1年を経過した7月中旬の殻長の最大値と最小値の差は7,800FLmで,まだ沈

着期稚貝に相当する簸長もみられ,個体による成長差が大きくなっている｡採集個体数に占

める定着期稚貝の割合は5月中旬に288%,6月下旬に78.9%,7月中旬に96.6%で,5月

中旬以降50%以上を越えている (義l)0

4 密度

平均密度の推移を図6に示した｡平均密度は9月から10月に1,022個体/dから667個体/
Jに液少し,その後12月から7月にはぽ300から400個休/d台で推移していた｡アサリの沈
着初日を8月17Elとして平均密度 (Y)と沈着後の日数 (X)との関係はY-3,43931X~44
(r=-085,n-8)の式で示されたo
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ト堕菱艶｣

Y-343931X1019
r--085,n-8

1992年 1991年
図6.野付湾7サリt*枯鳩の稚且の平均密産の推移
式は7サリの沈書初Elを8月17日として平均密度 (Y)と沈背後の日数 (X)との
関係を11月のデ-タを除いて求めた.

1労2年 1叩き年

図7 野付瀬尾岱沼付近の旬平均水温の推移
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5.水温の変化

表層水の旬平均水温の変化を図7に示したC最低水温は-18℃ (1993年 1月中旬)で.

また,最高水温は187℃ (1992年9月上旬)であった｡1992年7月以降の水温変化は9月上

旬まで上昇し,9月上旬をピークに下降して12月下旬から0℃以下となり,1993年 1月中旬

に最低となり.3月上旬まではOoC以下が続いた｡その後3月上旬から水温は上昇し.6月

下旬に一時下降するが7月上旬から下旬には15-16℃台になっていた｡

考 察

1.産卵期と沈着時期

アサリの産卵期やその年間の回数には地理的相違があることが報告されているけ)O北海道

の産卵期は根室海峡の野付湾日では7月中旬から8月下旬で (8月上旬が産卵盛期),太平

洋側の厚岸湖= )では8月上旬から9月上旬,日本海側の忍路湾りでは9月中旬,年間の直

数は1回である.本調査では55年前の木下 ･淡谷3)の報告とはぼ同時期の7月中旬から9月

上旬の産卵期を確認した｡

アサリの沈着時の殻長サイズは人工飼育では高見】3)によると約230JLmまた,村田1◆)によ

ると225JJm,さらに,鳥羽は)によると180-210FEmであるといわれている.これに対して.

天然海域から得たアサリの原殻の長さを測定して推定した沈着時の殻長サイズは,吉田16)に

よると200-230pm,田中=)によると約250FLmであるといわれているC本調査で得られ

た稚貝を観察したが明りょうな原殻は認めることができず,原殻の測定による底生移行時の

殻長サイズは確認できなか-'た｡一方,沈着期稚貝の最小殻長が250FLmであることから野

付湾の沈着時の殻長はEE)中日 )と同様に250FLmとみなして差し支えないものと考えられる｡

野付湾では沈着時期は本調査から産卵を開始した7月中旬からはば1-3カ月後の8月中

旬から10月中旬までと推定された｡鳥羽らLT)は日本ではアサリの産卵期を年1回と2回ある

地域に大きく2分することができ,福島県松川浦では年1回と2回の場合があるといわれ,

両者の地理的境界はこの付近であろうとしている｡したがって,産卵期の年回数によって沈

着時期も年 lないし2回あることになるO北海道は前述したように産卵期が年1回の地域で,

沈着時期も年 1回となるC

鳥羽らu)によると肥満度のピークは成熟のピークと対応して年2回認められ,春の方が値

が高く,成熟段階の同調性および肥満度の高さから東京湾船橋地先のアサリの主産卵期は春

であると推察した｡したがって肥満度の高さから野付湾の産卵盛期を推察すると7月中旬か

ら下旬となり,沈着盛期も沈着初期の8月中旬から9月上旬と推測される｡このことは沈着

期稚貝の平均密度が9月から10月に減少し,その後12月からほぼ300から400個体/nlで推移

していたことからもうかがわれる｡

野付湾における本種の沈着時期と旬平均水温の変化を比較すると,沈着開始は水温上昇期

の8月中旬 (178℃)で,その後水温は9月上旬 (187℃)をピークに下降し,沈着終期の

10月中旬に128℃まで下降しているOこのことから沈着時期の旬平均水温は12-18ccの範囲

で.稚貝の沈着は周年を通して比較的水温の高い時期に生じていることになる0

2 初期成長

沈着期稚貝の成長について,池末L9)によると有明海の佐賀地先では稚貝の平均殻長は沈着
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後 1カ月 (12月下旬)で330FLm,2カ月で430JLm,4カ月で約 1m恥 6カ月で10mm, 1カ

年で27mmに,有明海の菊地川尻では4カ月,6カ月,1カ年後でそれぞれ700JLm.3.3,23

mmに成長しているという｡本調査では沈着期椎貝の平均殻長は沈着後約3カ月後の12月上旬

で1m恥 6カ月後の3月上旬に12mm,8カ月後の5月中旬に17mm,10カ月後の7月中旬に

43mJ)に透した｡沈着後椎貝は,12月下旬から3月上旬の冬季に成長停芹が,5月中旬以降

に速い成長がそれぞれ確認された｡野付湾の稚貝は結氷前の12月上旬までは有明海と大差な

い成長を示したが,解氷後の5月中旬から7月中旬には有明海と比較して著しく成長が遅れ

た｡野付湾の成長停掛 こは約2カ月におよぶ氷点下という低水温の影響が大きく影響してい

るものと考えられる｡

高見13)は人工種苗生産での室内飼育で潜砂能力をもつ殻長が300JLm,糸状の足糸が観察

され,出水管が完成する殻長が414/Jmと報告しているo野付湾の沈着期稚貝はこの発育段

階のサイズを結氷期前に越えていたO結氷期を過ぎた3月初旬では平均殻長 (最小殻長 最

大殻長)は1,172(770 2,550)〟mで.人工種苗生産での室内飼育で入水管が完成すると

いう殻長2mmJ3)を越える個体がこのときには見られた0人水管完成を器官完成とすると,野

付湾の沈着期稚貝は結氷期を器官形成中ないし器官完成直後の状態で過ごしたことになる｡

今後,7サリ稚貝の沈着や定着の促進など新たな増殖手法の確立には,沈着時期の環境,

特に沈着の場と沈着期稚貝の関係についての知見の集積が必要であるoさらに,二枚貝のは

かに多くの無脊椎動物では,沈着前後に生残率が急減するといわれているので2日t),沈着直

後に生じる変態過程での生残率に関した詳細な検討も必要であろう｡

要 約

野付湾のアサリ増殖場において.1992年7月から1993年7月にかけて,アサリの産卵期,

初期成長および沈着期を調査し,次の結果を得たQ

1.アサリの産卵期は7月中旬から9月上旬であることを確認した.

2.アサリの沈着期は8月中旬から10月中旬であった｡

3.沈着期の稚貝の最小殻長は250〟mであった｡沈着後椎貝は順調に成長し12月上旬に平

均殻長1.025LLmに遺したoしかし,以後3月上旬まで成長は停綜した.3月上旬に1,172〃

mであった平均殻長は5月中旬に1-710JLmに達し,その後急速に成長して産卵開始後約1

年経過した7月中旬に4,299LLmとなっていたD
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免疫学的沈降法によるヒラメの雌雄判別法

三 浦 宏 紀●.,草 刈 宗 晴'2,高 野 和 則り

DIStlnCtlOnOfthesexofJapaneseflounder,ParaLIChthys

oliuaceus,uslnglmmunOdlffuslOntest

KouklMtURA,MuneharuKUSAIくARlandKazunoriTAKANO

AccordlngtOtheOuchterlonymethoduslrLgrabbltantiserum againstmature

femaleJapaneseflounderserumandeggextractsofJapaneseflounder.sexdlSCr1m-

Inat10nOfartlflClalseedculturedfishwastrledThepresentmethodenablesusto

ldentlfythefemlnltybydetectlng.female-SpeclflCSerum prOtelnpresentlnthe

bloodoffemalewLLhmatureOYarleSuSlngtheantlS8rum TestonartlflClalseed

cultured2㌧and3十一old-flShundermaturlrtgCOndlt10nmOctoberandNovember

madepreciseSexdlSCrlmlnatlOnPOSSlble.

措 貫

ヒラメ (ParallChEhysoILuaCeLLS)の種苗生産を行う臥 良質の受精卵を得るために,戟

魚の雌雄比を調節する必要がある｡しかしヒラメの雌姓を外部形態から判別することは難し

く,これまでは同一年級群のヒラメでは雌の方が堆より成長が速いことからり,大小で雌雄

を区別している｡また成熟期には泌尿生殖口を根葉するか,腹部を圧迫して放出される卵あ

るいは椅子の確認によって行われている2)｡しかしいずれの方法でも判別可能な時期が限ら

れることや正確さなどに問題がある｡

一般に魚類では卵巣成熟途上の雌の血清中に掛 このみ出現する特異的な蛋白質 (female-

speclflCSerum prOteln(S):以下FSSP)が知られている')｡このFSSPを免疫学的に検出す

ることによる雌 判別がブラウントラウト(Saユmotrutt且)と大西洋サケ (Salmosalar)I).

サクラマス (Oncorhynchusmasou)りで報告されている｡そこで本研究では,抗血清でヒ

ラメのFSSPを確認し,これを用いて雌雄の判別を試みた.

将文番号 A236(1994年3月14日受理)
･ 1 北海道立中央水産試験場 (Hokkaldく)CentralFISherleSExperimentalStationYoIChl.
Hokkaldo046,Japan)

'2 北海道立釧鞄水産試験場 (HokkaldoKushLrOFISherleSExperlmentalSt8tLOn
Hama-ChoKushlrO,Hokkaldo085.Japan)

■3 琉球大学熱帯海洋科学センター(SesokoMarineSclenCeCenter,UnlVerSltyOfRyukyus
905-02-Japan)
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材料と方法

抗血,tの作製

抗原用の供託魚には.1984*7月に北海道渡島管内松前町沿岸で漁獲された全長60,6cn.

体重2,020gと668cm 2,890gの2尾のヒラメを用いた｡姐撒学的椴案の結果.卵巣卵の成

熟状態は第三卵黄球期であった｡全長及び休重を測定の後.血清及び卵巣を採集した｡血清

はそのまま,卵射ま9倍玉の生理的食塩水と共にホモジナイズし.〟-ゼで汝過した後,玩
原として使用した｡抗血清の作垂削ま原')の方法に準じ若干の改変を加え次のように行った｡

すなわち2種類の抗原をそれぞれ1過間隔で同JLのアジュバントとともに家兎に筋肉注射し,

4過後から採血を行い抗血清を得た.次に,得られた抗血清を堆ヒラメ血清で吸収し.柵製

後雌 判別用抗血清とした｡

FSSPの確認

FSSPの確認は太田らりの方法に準じ免疫電気泳動法で行った｡すなわち,雌雄のヒラメ

血酒と卵巣抽出液をそれぞれ12%アガロース･0.05Mベロナ-ル緩衝液 (pH86)で泳動'di,

鰍 こ抗血清を入れ 一晩放置して反応させた後洗浄し,アミドブラック10Bで染色した｡

JQ雄判別

供試魚には.北海道立栽培漁業総合センタ-で茸成していた2~歳及び3十歳のヒラメ人工
種苗生産魚計65尾 (全長31.9-420C皿,休重365-830ど)を用いた.1984年10月22日に30尾

また11月15日に35尾をいずれも尾丙部から注射器で採血し.同時に開腹して雌 を確認したo

開腹によって確認した雌雄別の全長,体重.生殖腺指数をTablelに示した.

免疫学的雌雄判別はオクタロニ-法で行った0005Mベロナ-ル緩衝液に12%のアガロー

スを溶かして平板を作り.周囲の直径3mmの穴に被検魚の血清,中央に吸収抗雌血清を10〝

Aずつ分注したo湿潤箱で一晩静置後.沈降線の出萌が弦められたものを岨 認められなかっ

たものを雄と判定した｡

稚班別の魚体調査

抗血清で雌雌判別した供試魚は2◆歳魚と3~歳魚の混合群であったため,鵬 による大き

さを比較できない｡そこで,個休識別のために棟議を付けて飼育していた同一年殺魚を3-

歳の7月に測定し,その後解剖等で雌雄が確認された29個休についての7月現在の全長と休

垂を攻めた｡

Table1 LIStOrJapaneseRounderusedforsextest

D&Leoldraw"g Sexby uヾmkrollish TotA日印gth adywe鳩ht Gonadlndel

blod duSSCCいon eJL8mineJ (ct) (rLn酢)(g) (rMge) (raw )
10.22 fem&). 3 37,2±2.2(31.5-39,8)687±69(615･780)1.47±0.13(1.35-1.66)

mLle 27 365±2_7(3l,6-伯0)577±102(365JM)0.12±003(DOT-021)

1115 feJT)ah! 5 368±2.0(328-38.I)595±33(557･6朗)I19±010(108･131)
rn&1e 30 377±13(310-367)576± 55(49L685)016±016(0鵡-0.23)
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結 果

FSSPの確認

Flg.1に雄ヒラメ血清,雌ヒラメ血清,

卵巣抽出液をそれぞれ抗ヒラメ卵巣血清,

吸収抗ヒラメ卵巣血清と反応させた結果

を示した｡3種の抗原と吸収前の抗血清

を反応させると多数の沈降線が形成され,

その中に雌血清と卵巣抽出液でのみ見ら

れ,堆血清では見られない沈降線が形成

された｡また.吸収抗血清との間には堆

血清では沈降線が形成されず,雌血清.

卵抽出液との間に明瞭な複数の沈降線が

形成されたことから.ヒラメでのFSSPの

存在が確認された｡一方,雌ヒラメ血清

で作製した抗血清でも同様の結果が得ら

れたo

雌雄判別

10月22日に採血した血清での反応結果

をFlg.2に示した｡図中の番号 1-10は

被検魚の血清.FSは対照に用いた7月

の成熟雌ヒラメ血滑, Eggは同じく卵

巣抽出液であるo対照では明瞭な沈降線

が見られた｡また,鮮明さを欠くものの
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Table2.ResultofsextestofJapaneseflounderbyOuchterlonymethod

Dateofdrawlng Sexby NumberofflSh NumberofflSh
blood dlSSeCt10neXamlned dlStlngulShed
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Fig.3｡Totallengthandbodywelghtor3AJapaneseflounderlndlfferentsex.

沈降線を確認できる7,9を雌と判定し,そのはかの沈降線が認められないものを雄と判定

した.こうして30尾の堆蛙を判別したところ.開腹して生殖腺から確かめた結果と完全に一

致した｡同様に11月15日に35尾を検査したところ,嘩5尾,堆30尾の雌雄が正しく判定され

た (Table2)｡

成長と雌雄差

雌雄判別に用いた供試魚の全長と体重には有意な差はなかった (Table1)｡これは供試

魚が2'歳と3十歳であり,雌雄とも大小の個体が混在したことによる｡そこで.別に飼育し,
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後E]開腹等で雌蛙を確認した人工種苗の3一歳時点での雌雄別の全長と休重をまとめたのが

FIE.3である｡その結果.雌の方が大きい傾向があったものの,全長4lcn,体重700g以下

の個休では雌雄が混在していた｡

考 察

雌雄判別を行った65尾の雌雄は直接生殖腺を観察した結果とすべて一致しており,ヒラメ

でも成熟年齢 こ適した個体の免疫学的方法による正確な雌巧紳l別が可能なことが明らかになっ

た｡しかしこの方法では被検魚の血清と抗血清の沈降反応に少なくとも数時間を要するため.

長時間の個体識別が必要になり大玉の種苗を-齢 こ扱う養殖用種苗の雌雄判別には向いてい

ない｡また太田らt)がサクラマスで行ったMarLClnl法では1時間,LeBallandBreton.)那

ブラウントラウトおよび大西洋サケで行った免疫凝集による方法では採血した血枚の遠沈後

数分で判別可能であると述べている｡しかし.これらの方法を応用しても採血後相当時間,

魚を慣休別に隔離する必要があり,兼殖用種苗の唯班判別に使用するのは実用性に問題があ

ろうO-方.免疫学的鵬 判別法では屠殺することなしに鵬 判別ができるため.貴重な採

卵用親魚の雌雄判別には遵している｡また,養殖用の成長の速いヒラメの系統を育成するた

めには親魚に雌雄とも成長の良い個体を選ぶ必要があるが,大型の雄は同一年級群の雌と大

きさが重なるため,大きさによる雌 判別で成長の良い雄を選抜することは不可能である｡

このため本技術は育種上でも大変有効であると考えられる｡

今回全長32ctn,体重365g以上の2十歳魚では10月並びに11月に免疫学的方法による雌雄刺

別が可能であった｡今後FSSPの季節的消長や初めてFSSPが出現するサイズと時期などを明

らかにすることにより､産卵期以外の雌雄判別や.年級不明天然個体の雌雄判別を正確に行

うことが可能になろう｡なお,今回調査した65尾のうち噂が8尾,雄が58尾と蛙が多かったo

これはヒラメ人工種苗の雌雄の決定は水温や餌などの影Vを受けるとされており7).今回の

供試魚が人工種苗生産魚であったため種苗生産の過程で雌雄比が偏ったものと思われた｡
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海中かごで飼育された0歳 トヤマエビの成長 (短報)

中 明 幸 広い,杉 本 卓 '2

Growthof0-year-oldhumpbackshrlmP,Pandalushypsmotus,
rearedlntheunderwaternetcages

YuklhlrONAKAME■1andTakashlSUGTMOTO Z̀

エビ頬などの甲殻類の年齢を査定することは困難であるが.甲長組成におけるモ-ドを甲

析することによる成長の推定は可能である｡トヤマエビの成長について,これまで多くの報

告'15)があるが.いずれも天然資軒からの採集標本に基づくものであり,年齢については推

定の域を脱していない｡しかし,ふ化時期が明確なエビを飼育することによって実際の年齢

と成長の関係を明らかにすることは可能であるO

著者らは飼育下の親エビからふ化したトヤマエビを海中かごで1年間にわたって飼育し,

その成長について明らかにするとともに,従来の年齢推定結果の妥当性について検討した｡

本文に入るに先立ち,調査にご協力いただいた留萌北部地区水産技術普及指導所の職員各

位に感謝の意を表する｡

材料と方法

用いた材料は,1990年2月と1991年3月および1992年3月にふ化したトヤマエビで,各年

とも6月から羽幌町地先で中間育成試験日 )に供したものである｡.;､化直後の幼生を陸上の

コンクリート水槽に収容し.アルテミア幼生を給餌して飼育した｡中間育成試験では,半径

30cm.高さ60cmの円筒型かごに稚エビを100-500尾収容し,水深20mに垂下して無給餌で飼

育した.1990年8月から1992年11月の期間に.かごから標本を抽出し.頭胸甲長を測定した｡

結果と考察

1990年2月ふ化群 (A).1991年3月ふ化群 (B)および1992年3月ふ化群 (C)の甲長

組成の月変化をFlglに示した｡A群の甲長組成におけるモードは1990年8月に7TnJ刀で,9

月には8mm,1991年9月には18nJ),1992年3月には21mmであったoB群のモードは,1991年

7月に8mmであったが.8月～10月には9mm 11月には10JnJh 1992年3月には14nznであった｡

報文番号 A237(1994年3月14日受理)
･1 北海道立稚内水産試験場 (HokkaldoWakkanalFISherleSExperlmentalStatlOn
Horal.Wakkanal,HokkaLdo097.Japan)

･2 北海道立栽培漁業総合センター(HokkaldolnstltuteOrMarlCultureShlkabe.Hokkaldo
O41114.Japan)
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C群のモードは1992年 7月に7TLZDであったが.8月～10月には10皿皿,11月には1L凹であった｡

また,海中飼育を行った水深20mの水温は8月～9月が最も高く20-21℃で推移 した卜7)a

これらの結果は,海中飼育されたトヤマエビの甲長がふ化後半年で7-10m皿.1年後には

14Uに達することを示 している｡天然の トヤマエビについては,日本海において.)ふ化後4

カ月で甲長 8nJn.1年 4カ月で20-21m恥 オホ-ツタ海においていは1年で17-18mznと推定

されている｡本海中飼育の結果と天然における成長の推定結果を比較すると,ふ化後 1年未

満の成長についてははぼ一致すると考えられるが.1年以上飼育されたエビは天然のものよ

り成長が悪いと判断される｡

しかし.天然において甲長6-8m皿のトヤマエビが採集された海域における水温は8.5-

11.8℃であったと報告されている')ことと比較すると,本海中飼育中の水温が20･～21℃に達
していたことから温度条件が天然とかなり異なっていたと考えられる｡また,かごにおける

収容密度がエビの生残や成長に及ぼす影¥や.無給餌であったことなどもさらに検討を要す

ると思われる｡

以上のことを考慮 しても,本飼育書式験における初期の成長は従来の日本海とオホーツク海

における成長の推定結果を支持するものであると考えられる｡
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ScIRepHokkaldoFIShExpStn

MovementoftaggedpointheadflounderHippoglossoides
pinetorumoffTomari,Shiribeshi,Hokkaido(ShortPaper)り

OsamuTOMINAGA'2andYasuhlrOWATANABE"

ThepolntheadfloundermppoglossoLdespITWtOrZLmlSOneOfthemostImportant

flatfishestocommercialflSherleSlnthecoastalwatersofShlrlbeshlSubprefecture

DesplteItseCOnOmlCImportance,therelSllttlelnformat,looOJ一themovementof

polntheadflounderAccordlngtOtheprevlOuStagglngStudyl),mostofthefishreleased

lnlshlkariBaywererecoveredclosetothereleaseslteandnoflShwasrecapturednorth

ofthereleasesite.lnthepresentstudy,atagglngexperimentWasCOnductedoffTomarl

lntheShlrlbeshlSubprefectureandtworecoverleSWerefoundlnlnlshlkarlBaywhlChlS

locatednorthofthereleasearea

Theob)ectlVeOfthlSStudywastoprovldenewInformationOnthemovementof

polntheadflounderoffShlrlbeshlSubprefecture

Thefishforreleasewerecapturedbyacommercialbc'ttomtrapnetwhichwassetat

adepthof50moffTomarlduringlateMayandrearedlnatankforseveraldaysuntil

enoughflShweregatheredOnMay30,1992,308polntheadflouderweretaggedwlth30

mmanchortagIncluded15mmOfyellowtublngWlthaprlntedmessageandanldentlflCatlOn

numberTagswereInsertedlntramuSCularlyatthemldbodyneart,hedorsalfュnbaseon

theocularsideofeachflShAlltaggedflShweremeasuredtothenearestmllllmeterbut

sexwasnotdetermlnedThetaggedfishweremalntalnedlnatankInstalledonthe

flShlngboatandthentransportedtothereleaseslteThereleaseslteWasabout,3kmfrom

theTomarlport,atadepthbetween55mand60m(Flg1).

ThebodylengthdlStrlbutlOnOftaggedflShrangedfrom183mmto273mmwlthamean

lengthof217.5mmByAugust1993,elght(recoveryrate27%)ofthetaggedflShhad

recaptured(Table1)FouroftheseflSh､vererecapturedw一thlntwomonthsafter

releaseandtheremalnlngfourwererecapturedbetweenMayandAugustof1993.

FIVeOftherecoverleSWereCapturedwlthln5kmofthereleaseareaThreerecoverleS

wererecordedatdistancesgreaterthan60hfromthereleaseslte(Table1)Oneofthese

flShmovedsouthandtheremalnlngtwomovednorth(FIE.1)TheflShthatmoved

southwerecapturedoffShlmamakllnJuly1992Thesouthwardmovementofpolnthead

flounderwasreportedlnpreVIOuStagglngStudleSlnlshlkarlBayl)andlnthecoastal

watersoffRumo12-3)

TwoflShthatmovednorthwerecapturedlnlshlkarlBay(FIE1)BothflShwere

Accepted'March14,1994ContrlbutlOnA238fromtheHokkaldoFISherleSExperimental
StatlOn

報文番号 A238(19馳年3月14日受理)
～ 1 北海道後志の泊沖で横誠放流されたソウ-チの移動 (短報)
■2 HokkaユdoCentralFISherleSExperlmentalStatlOnYoIChl.Hokkaldo046.Japan
(富永 修,渡辺安虜 北海道立中央水産試験場)
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Fig.1 Releasestation(star)andrecapturelocatlOnS(solldclrCle) Numeralswlthsolld
cLrClelndlCateSPeClmennumberslnTableI.

Table1RecapturedataforeightH pZTLeEonLmreleasedoffTomariShlribeshl1992
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maleandhadattalnedthesexualmaturltyTheirbodylengthsaLreleasewere212nand

232m皿,reSPeCtlVelySinceallmalepolntheadflounderof200 皿 BLwerematurelnlshlkarl

Bayt),theywerethoughttohavebeenmatureatrelease･AccordingtO tagglng

OXPerlmentSlnthecoastalwatersOffRumoI2-I),flShtaggedlnJunetendedtomovea

llttlenorthanddlStrlbutelndeepwatersdurlngautumnandwinterInthenextspawning
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season,however,theflShreleasedlnJuneoftheprevlOUSyearreturnedtoalocatlOnClose

toreleases)teormlgratedsouthlnthlSStudy.matureflShtaggedlnthecoastalwaters

offTomarlwererecaptureddurlngthenextspawnlngSeasoninlshlkarlBaywhlChlS

locatednorthofSyakotanPenlnSula

DurlngaSPaWnlngSeason.nOrlShtaggedoffRumoiwasrecapturedinTshlkariBay

ormlgratCdsouthZ-I)andnoflShreleasedlnlshlkarlBaywasrec叩turednorthof

lshlkarlBayl),IthasbeenassumedthatthereareSOm8localstocksandthatthe

respectlVeStocksseparatedurlngaSpaWnlngSeaSOnB)ThlSStudyshowedthatthe

po)ntheadfloundertaggedoffTomarlln1992'sspawnlngSeasonmovedtoIshlkarlBay

forreproductlOnlnL993.Furthertagglng8XPerlmentSShou】dbeconductedlnlshlkarlBay

todetermlnethepopulatlOrlStructure.

WethankMsS.SprlngOftheAlaskaFisherleSSclenCeCenterforhercrltlCalreading

ofthemanuscrlPt,
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北海道福島町の矢越岬沖合における
ソウハチ漁業と漁獲物 (短報)

田 中 伸 幸●

FISherleSOfpolntheadflounder,mppogLossoLdesplneloruTn

(JordanetStarks),lnthecoastalwatersof

theCapeYagoshllnsouthernHokkaldo,Japan

NobuyuklTANAKA

ソウハチHIPPOgLossoldespLnelorum (JordanCtStarks)は.北海道沿岸全域に分布す

るとされている日)oこのうち津軽海峡内の北海道沿岸海域 (戸井町から松前町に面する海

鼠 Flg1)では.かつてソウ-チ対象の漁業は行われてなかった日.しかし,1988年前後

から,当海域の福島町.吉岡,知内町漁業協同組合 (以下漁業協同組合は,漁協と称す)な

どでは,ソウハチ水揚虫が急増した｡ここでは,これらの地区における漁獲量の推移や漁業

実態,漁獲物組成から,当海域で新 しく始まったソウ-チ漁業について報告するo

津軽海峡内の北海道沿岸域におけるソウ-チ漁獲塵は,魚種別漁獲量の集計可能になった

140oE 1410E

■

FI昔.1Mapshowlngthestudyarea

報文番号 A239(1994年3月14日受理)
暮 北海道立函館水産試験場室蘭支鳩(MuroranBranch,HokkaldoHakodateFLSherleS
ExperlmentalStatlOn,Funaml-Cho,Muroran,Hokkaldo051.Japan)
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1985年以降の漁菓生産高報告書

を使い.松前漁協江良支所から

東戸井漁協までの各漁協の漁獲

丑を柴計した (集計期間 1月

から12月)｡これによると.当

海域のソウハチ漁獲JLは,1985

年から1987年までは25t前後だっ

たが.1988*には5日 に増え,

1989年に最高の97tまで増加し

たoしかし,その後漁獲圭は減

少し,1990年は62t,1991年は

49tとなった｡このうち吉岡漁

協,福島町漁協,知内町漁協合

計の年間漁獲土は1985年から

1987年は10tから15tであった

那,1988年に3日 に増え,1989

年に最高の85tとなった｡この

ように津軽海峡内の漁獲土の約

47-92%は.上記3漁協の漁獲

量で占められていた (FIE.2)0

聞き取り調査によると.1984

年以前に当海域のソウ-チは,

海峡流し網などで混獲されてい

た程度であったということなので.
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Fig.2 AnnualchangeslnaCatchofHIPPOgLossoヱdes
pmèorLm lnthewatersoftheTsugaruStrait(C)osed
clrCles)andatotalcatchofYoslOka.FukuslmaCho
andSlrlutlChoFISherleSCooperatives(openclrCles)
from1985to1991

その漁獲tは非常に少なか.･'たと考えられるoLかし.

最近は.全道的にソウハチ魚価は上昇しており,これらの漁協においても重要な魚種となっ

ている｡

また.上音己3漁協について漁期,漁場,漁法等の聞き取り調査を行った｡これによると.

主な漁法や漁期は,知内町漁協が雑延縄でl月から3月,福島町漁協,吉岡漁協が刺し網で

3月から5月であったO知内漁協では年により変わるが.4,5隻の雑延縄船 (4-6.6ト

ン型)那,福島町漁協,吉岡漁協では9隻の刺し網舶 (イカ釣り船が刺し網用の装備をして

操業,3-5トン型が7隻,15トン型が1象 19トン型が1隻一刺し網の目合は3寸5分)

がソウハチを漁獲対象として換菓していた｡また,主漁矧 ま矢越岬沖から福島町岩部沖まで

の水深約85mから130mの海域であった｡

福島町漁協所属の刺し網当業舶によって,1993年3月26E3に410 28'N.140024′E,水

深110mから140mの地点で漁獲されたソウ-チを,銘柄別に大16尾,中47尾,小33尾購入し

て,体長 (下顎前端から下尾軸骨の後端まで,nn)単位)を測定し,性別を判定したo漁獲物

全体の体長組成と性比は,銘柄毎のdlJ定結果をそれぞれの銘柄別漁獲丑で重みづけして求め

た｡

礎の体長範臥 ま19cznから25czn台であり,体長組成のモ-ドは21cm台であった (Flg3)0

雌の体長範EE)は21cmから30cmであり,体長組成のモ-ドは24cm台であった (Flg3)｡ソウ

ハチの成熟体長は海域によってあまり善がなく.雄は11CⅡか ら14cm,雌は18cED程度で成熟す
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Fig･3 BodylengthfrequencydlStrlbut10nandsexratlOOfHLPPOgLossoidespinetonLm
c8Ughtbyglllnetatlal･41028JN,long140024'EonMarch26.1993

ると考えられている= '｡したがって,今E]調査した矢越岬沖合いの漁場では成魚が漁獲対

象になっていると考えられる｡

性比 (F】g3)は雄 雌-約 3 7で雌の割合が高かった｡漁獲物にみられる性比の違い
は.堆が雌より死亡率が高く寿命が短いこと')や,生活年周期のなかで雌嫌の分布が異なる

こと" )によると報告されている｡しかし.今匝の結果で性比が異なった原因は,当海域の

ソウハチの年齢や生活年周期に関する知見が得られていないため言及できなかった｡

今後も当海域におけるソウ-チ資源を利用していくために,日本海や太平洋海域を含めた

魚群の構造の解明や,年齢,成長,分布,移動などの生態的な知見の蓄積を行っていく必要

がある｡

謝 辞

この報告をまとめるにあたり,模本の採集などにご協力いただいた福島町漁業協同組合の

小人羽透事業部長と貴重な情報をいただいた同漁協の小人羽忍刺網部会長,他の関係各位に

心からお礼申しあげる｡

文 献

1)益田 -,尼関知*,荒貿忠一,上野坪鞘.吉野哲夫 ソ̀ウハチ 〔7カガレイ月】■.日本水産

魚類大国旺 (解説).初版 東京.東海大学出版会.337(1984)

2)書永 住･ 5̀9,ソウハチ HLPPOgLossoLdesJM'le【onLml.北のさかなたち.札幌.北El本海

洋センター.192-195(1991)

3)井口 様 石狩淋こおけるソウハチ HIPPOCLossoldespF'LeEorumの年おと成長に関するVF変,

北海道大学水産学部卒業論文.21(1992)

4)大内 明.重要魚族の漁業生物学的研究 ソウハチ.日水研報,4,149-269(1956)

5)沿岸調査砂務局 留胡沿岸のソウハチガレイの生活について.北水St月報.1弧乱 19-32(1962)

6)田中首東.日南田八重 再び留萌沿岸のソウ-チdレイの生活について-特に産卵前期と産卵期を

中心にして.北水就月報,21(1).9-25(1964)



試験研究業耕 37

試 験 研 究 業 績 (追加)

<外部刊行物への発表 平成 4年度分>

加工 ･利用部門

1.高温高圧処理中の魚肉における脂質と蛋白質の相互作用 頼Efl訓之 ･北川雅彦 ･福士暁彦･大石

若樹･船岡粁亭･木Efl健治 (釧路水試)平成3年度水産物健康仕様舵有効利用開発研究の成果の

概要 380-3941992

2 NewProtelnTextur12,atlOnProcessesbyExtruslOnCookingatHlghMoIStureLevels

北川雅彦 (釧路水試) はか2名 FOOD REVTEWS INTERNAT10NAL 8

(2) 235-2751992

お わ び

本誌43号 (1993年12月発行)52ページに誤 りがありましたので,おわびして訂正 します｡

誤 正

加工 ･利用部門

4.水産物を原料としたアクスト エクスト

ルージョンクッキング ルージョンクッキング
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iI兼太平洋海域におけるカタクチイワシの卵･

仔魚の分布

三瞭 行堆

1982-1992年のi珪束太平洋におけるカタク

チイワシの卵･仔魚の分布について調査した｡

卵は1988年に.仔魚は1990年から採果され.

分布t,分布域とも1992年がJt大であった｡

仔魚は全てが後期仔魚で,弊化後1-2i考間

前後のものが多く,このことから本棟が当海

域で産卵し.発生していることが示唆され,

その産卵盛期は8月前後と推測された｡北部

海域で産卵が確認されたことは,1988年以降

見られている成魚大型群の出現に由来するも

のと考えられ.このことから近年.車種の賢

者が回復していることが示唆された｡

A234 北水試研和 44 1-8 1994

北海i暮野付湾における7サリの初JZl成長と沈

*期について

中川義彦 ･伊藤 博

野付帝のアサリ増殖場で,1992年7月から1

2月に産卵期を.1992年9月から1993年7月に

7サリの初期成長と沈着期を咽べた｡野付湾

のアサリの産卵期は7月中旬から9月上旬で.

沈着期は8月中旬から10月中旬であった｡沈

書期の椎月のJL小殻長は250LLmであ.I)た｡沈

着後椎月は12月上旬まで臓閑に成長し.平均

殻長が1.025JLmに連した｡しかし.以後3月

上旬まで成長は停滞した｡3月上旬に1,172〟

mであ.'た平均殻長は5月中旬にl.710JLmに

達し.その後急速に成長して産卵開始後約 1

年経過した7月中旬に4.29gFLmとなった｡

A235 北水試研報 44 9-18 1994

免疫学的沈降法によるヒラメのqt杜判別法

三滴宏だ ･草刈宗吋

高野和則

JBヒラメ血清に対する家兎血清並びにヒラ

メ卵に対する兎血汁を用いたオクタロニ-法

により,人工襟首兼成ヒラメの雌班判別を試

みた｡本法は卵巣成熱中の雌の血中に存在す

る嘩特異血i*蛋白を抗血渦で検出することに

よってJtlを判定するものである｡卵巣が成熟

途中である10月と11月に2十歳魚並びに3一歳

魚で就攻を行った結果,雌雄を正確に判別す

ることができた｡

A236 北水書式研報 44 19123 1994

海中かごで角書された0歳 トヤマエビの成&

(短や)

中明幸広 ･杉本 .卓

何首下の耕エビからふ化した0歳 トヤマエ

ビを海中かごで飼育し.或長について検討し

た｡その結果,ふ化後半年で甲最が7-low .

1年後には14mJnに連することが明らかになっ

た｡このことにより,従来の日本海とオホー

ツク海における天然 トヤマエビの年烏と成長

に関する推定培巣が妥当であると考えられた｡

A237 北水斌研報 44 25-27 1994



北海iI後志の泊沖で撫tl放流されたソウハチ

の移動 (短軸)(英文)

宮永 住.渡辺安広

1992年 5月30日に積年体長183u～273u

(平均217.5q)のソウハチ308尾にス/.'ゲティ

ナュ-プタグ (全長30nq).チュ-プの長さ15

Tnn)を装着して.後志支庁管内泊村沖に放流

した｡1992年6月から1993年8月までに8個

体が再挿された｡8個体のうち5個体は放流

海域から5k皿以内で再輔されたが.集りの3

個体は放流海域から60km以上解れた地点で再

捕されたC長距離移動した3個休のうち2個

体は1993年5月と8月に放流海域よりも北Pl

の石狩湾で再挿された｡雨個休ともに蛙の成

熟魚で,北方向への移動は再生産のための移

動と考えられた｡

A238 北水試研報 44 29-31 1994

和文要旨 39

北海ilffA町の失点■沖合におけるソウハチ

漁JEとA事物 (短頼)

EB中伸幸

1985年以降の幹軽海峡内の北海道沿岸域に

おけるソウハチの曲集Jと漁業実態,漁貨物

の体長岨成,性比を押べた｡漁凄JLの大部分

は,吉岡,福A町,知内町漁兼協同組合が矢

越岬沖合から福島町岩林沖合で漁獲したもの

で占められていた｡漁獲物の休長銀成は.蛙

の範EElが19cAから25ctB台でモードはZlcn台.

蛾の晦Eflが21cmから30cn台でモ-ドは24cn台

であった｡性比は雄 雌-約3･7で性比に

善がみられた｡

A239 北水試研和44 33135 1994
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